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他
の
容
疑
次
第
で
長
期
化
も

　

政
府
内
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン

や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
に
か
か
る

経
済
支
配
介
入
納
付
金
（
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
）
の
増
額
や
、
ガ
ソ

リ
ン
に
課
す
、
社
会
統
合
基

金
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）
と
保
険
融
資

納
付
金
（
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
）
の

増
額
な
ど
の
手
段
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　

ア
ナ
・
パ
ウ
ラ
・
ヴ
ェ
ス

コ
ー
ヴ
ィ
国
庫
庁
長
官
は
具

体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
語

ら
ず
、「
経
済
ス
タ
ッ
フ
は

必
要
な
ら
ば
〃
調
整
〃
を
行

う
」
の
表
現
に
と
ど
め
た
。

　

同
長
官
は
、
５
月
の
赤
字

増
の
理
由
を
、
従
来
は
１
１

月
と
１
２
月
に
行
っ
て
き
た

人
件
費
や
社
会
保
障
関
係
費

の
支
払
い
を
前
倒
し
し
た
た

め
と
説
明
し
た
。
同
長
官
は

支
払
い
を
早
め
た
事
で
、
従

来
の
期
日
ま
で
遅
ら
せ
る
事

で
生
じ
る
通
貨
価
値
修
正
分

の
年
６
〜
７
億
レ
を
節
約
で

き
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

同
長
官
の
〃
方
便
〃
も
、

　

６
月
２
６
日
に
連
邦
検
察
庁
が
最
高
裁
に
提
出
し
た
、
テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主

運
動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
へ
の
収
賄
容
疑
で
の
起
訴
状
が
、
６
月
２
９
日
に
下
院
に

届
き
、
本
人
へ
の
通
達
も
同
日
中
に
行
わ
れ
た
。
今
後
は
、
同
院
憲
政
委
員
会
（
Ｃ

Ｃ
Ｊ
）
で
起
訴
状
を
受
理
す
る
か
否
か
の
審
議
が
は
じ
ま
る
。
大
統
領
に
は
最
初

の
１
０
回
の
審
議
の
間
、
起
訴
さ
れ
た
容
疑
に
対
す
る
自
己
弁
護
の
権
利
が
与
え

ら
れ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｊ
は
そ
の
後
の
５
回
で
起
訴
状
受
理
（
裁
判
開
始
）
に
関
す
る
意

見
書
を
ま
と
め
、
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
告
発
が
複
数
の
場
合
は
別
々
に

報
告
官
が
立
て
ら
れ
る
見
通
し
で
、
審
議
回
数
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
６
月

３
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

可
能
性
に
言
及
し
た
。

　

検
察
庁
は
今
後
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ

の
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス

タ
氏
ら
に
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ク
ー
ニ
ャ
前
下
院
議
長
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
ら
へ
の
口
止
め
料

を
払
わ
せ
て
い
た
と
さ
れ
る

捜
査
妨
害
容
疑
と
、
ジ
ェ
デ

ル
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
リ
マ

元
大
統
領
府
総
務
室
長
官
ら

も
含
め
た
犯
罪
組
織
形
成
容

疑
で
、
テ
メ
ル
氏
を
訴
え
る

可
能
性
が
強
い
。
検
察
庁
が

２
６
日
に
捜
査
開
始
を
要
請

し
た
、
元
側
近
の
ロ
ド
リ

ゴ
・
ロ
シ
ャ
・
ロ
ウ
レ
ス
元

下
議
が
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
か
ら
受
け

取
っ
た
５
０
万
レ
ア
ル
を
資

金
洗
浄
し
よ
う
と
し
た
容
疑

で
も
、
告
発
が
あ
り
う
る
。

　

マ
イ
ア
議
長
は
、
こ
れ
ら

の
告
発
が
い
つ
起
こ
る
か
読

め
な
い
こ
と
や
、
検
察
庁
が

分
割
し
て
起
訴
す
る
な
ら
、

大
統
領
側
が
求
め
て
い
る
告

発
の
一
括
審
議
は
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
各
告

発
に
は
一
人
ず
つ
報
告
官
を

立
て
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

た
。
そ
の
場
合
、
１
回
の
告

　

６
月
３
０
日
、
マ
ル
コ
・

ア
ウ
レ
ー
リ
オ
・
メ
ロ
最
高

裁
判
事
が
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー

ヴ
ェ
ス
上
議
の
停
職
を
解
く

命
令
を
出
し
た
。
同
判
事
は

検
察
庁
が
求
め
て
い
た
逮
捕

請
求
も
棄
却
、
現
在
自
宅
軟

禁
中
の
同
氏
の
姉
や
従
兄
弟

ら
と
の
接
触
禁
止
や
国
外
逃

発
毎
に
報
告
官
が
１
人
立
て

ら
れ
、
審
議
期
間
も
延
び
る

こ
と
に
な
る
。

　

収
賄
容
疑
で
の
起
訴
状
審

議
の
報
告
官
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｊ
委

員
長
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
パ
シ
ェ

コ
下
議
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
決

め
る
。
パ
シ
ェ
コ
氏
に
よ
る

と
、
報
告
官
は
「
あ
か
ら
さ

ま
に
連
邦
政
府
寄
り
の
人
物

に
は
し
な
い
」
と
い
う
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
意
見
書
は
、
そ

の
内
容
の
い
か
ん
に
関
わ

ら
ず
下
院
本
会
議
に
か
け

ら
れ
る
。
全
体
の
３
分
の

２
（
３
４
２
人
）
以
上
が
告

発
に
賛
同
し
、
最
高
裁
も
そ

の
判
断
を
受
け
入
れ
れ
ば
、

テ
メ
ル
氏
は
被
告
と
な
り
、

１
８
０
日
間
の
職
務
停
止
と

な
る
。
そ
の
時
は
マ
イ
ア
議

長
が
大
統
領
代
行
と
な
る
。

同
院
Ｃ
Ｃ
Ｊ
は
審
議
開
始
へ

経
済
専
門
家
た
ち
の
「
政
府

は
財
政
目
標
を
達
成
で
き
る

の
か
」
と
い
う
疑
念
を
払
拭

す
る
に
は
不
十
分
だ
っ
た
。

そ
の
主
な
理
由
は
、
税
収
が

月
を
追
う
ご
と
に
落
ち
込
ん

で
い
る
か
ら
だ
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
パ

ラ
ラ
ク
シ
ス
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ

オ
ン
氏
は
、「
政
府
の
税
収

見
込
み
は
甘
く
、
こ
の
ま

ま
で
は
今
年
の
赤
字
額
は

１
７
０
０
億
レ
に
な
る
」
と

語
っ
た
。

　

確
か
に
、
信
頼
感
指
数
の

的
な
予
測
を
立
て
て
い
た
市

場
分
析
員
さ
え
も
驚
か
せ
、

今
年
の
財
政
目
標
で
あ
る
、

「
赤
字
額
を
１
３
９
０
億
レ

以
内
に
収
め
る
」
の
達
成
に

懐
疑
的
な
見
方
が
広
ま
っ
て

い
る
。

　

経
済
分
析
員
た
ち
の
間
で

は
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は

さ
ら
な
る
予
算
の
削
減
と
増

税
が
必
要
と
さ
さ
や
か
れ
始

め
て
い
る
。

　

国
庫
庁
、
中
銀
、
社
会
保

障
の
収
支
を
合
わ
せ
た
中
央

政
府
の
会
計
は
、
５
月
だ
け

で
２
９
３
億
７
１
０
０
万
レ

ア
ル
の
赤
字
を
計
上
し
、
５

月
と
し
て
は
、
１
９
９
７
年

の
統
計
開
始
以
来
最
大
の
赤

字
に
な
っ
た
と
、
６
月
３
０

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
５
月

ま
で
の
累
積
赤
字
は

３
４
９
億
８
千
万
レ
で
、
こ

れ
も
統
計
開
始
以
来
最
大

だ
。

　

こ
の
結
果
は
、
最
も
悲
観

統
計
開
始
以
来
最
大
の
赤
字
額

交
通
機
関
や
学
校
止
ま
る

今
年
の
財
政
目
標
達
成
危
う
く

上
昇
や
工
業
生
産
の
向
上
な

ど
、
経
済
活
動
が
改
善
し
て

い
る
事
を
示
す
兆
候
は
あ
る

が
、
失
業
率
は
ま
だ
高
い
。

ま
た
、
最
近
の
政
治
危
機
も

経
済
活
動
の
状
況
改
善
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

国
庫
庁
に
よ
る
と
、
今
年

１
〜
５
月
の
税
収
は
、
イ
ン

フ
レ
調
整
後
の
昨
年
同
期
の

税
収
よ
り
１
・
７
％
減
り
、

総
額
５
５
９
９
億
２
千
万
レ

だ
っ
た
。
支
出
は
、
昨
年
同

期
比
１
・
１
％
減
の
４
９
６

３
億
９
千
万
レ
だ
っ
た
。

　

ヴ
ェ
ス
コ
ー
ヴ
ィ
長
官

は
、
今
年
１
〜
５
月
の
社
会

保
障
費
の
累
積
赤
字
額
は

７
０
０
億
２
千
万
レ
で
、
昨

年
同
期
よ
り
４
０
・
８
％
増

え
た
と
明
か
し
た
。
政
府

は
、
今
年
の
社
会
保
険
院

（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
赤
字
額
を

１
８
４
２
億
レ
と
予
想
し
て

い
る
。

ま
っ
た
が
、
最
後
ま
で
聞

い
て
い
た
の
は
、
与
野
党
合

わ
せ
１
０
数
人
の
下
議
の
み

だ
っ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
へ
の
通
達

は
同
日
午
後
、
第
１
書
記
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ジ
ア
コ
ボ

下
議
（
共
和
党
・
Ｐ
Ｒ
）
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

下
院
で
の
同
件
の
審
議
に

関
し
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア

下
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ

ノ
ー
検
察
庁
長
官
が
、
今
後

も
今
回
の
収
賄
容
疑
以
外
の

容
疑
で
告
発
を
行
っ
て
く
る

エンリケ・メイレレス財相
（Fernando Frazão/Agência Brasil）

２９日の下院での大統領告発報告の風景（Lucio 
Bernardo Jr. / Câmara dos Deputados/FotosPúblicas）

テ
メ
ル
は
自
信
を
見
せ
る
も

ゼ ネ ス ト

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
、
６
７

人
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｊ
委
員
の
う
ち

「
５
０
人
が
告
発
阻
止
に
動

く
は
ず
」
と
楽
観
し
て
い
る

が
、
議
会
内
部
で
は
「
３
０

人
程
で
は
」
と
楽
観
は
し
て

い
な
い
状
況
だ
と
い
う
。

亡
を
防
ぐ
た
め
の
パ
ス
ポ
ー

ト
没
収
な
ど
も
解
い
た
。
同

判
事
は
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ

イ
ス
州
元
知
事
や
大
統
領
選

で
次
点
と
な
っ
た
実
績
な
ど

を
あ
げ
、「
国
民
の
評
に
よ

る
信
頼
度
を
考
慮
し
て
」
こ

の
結
論
に
至
っ
た
と
い
う
。

Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
の
デ
ラ
ソ
ン
絡
み

の
判
断
は
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ

キ
ン
判
事
が
下
し
た
が
、
ア

エ
シ
オ
氏
の
件
は
報
告
官
が

変
わ
り
、
今
回
の
判
断
と

な
っ
た
。
同
氏
へ
の
逮
捕
請

求
な
ど
の
審
理
は
８
月
に
行

わ
れ
る
。
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
の
他
の
容
疑
が
晴
れ
た
わ

け
で
は
な
い
が
。
同
氏
の
事

態
は
だ
い
ぶ
好
転
し
た
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
市
議
会
で
６
月
３
０

日
、
同
市
の
伝
統
的
な
サ
ッ

カ
ー
競
技
場
パ
カ
エ
ン

ブ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
民
営
化

案
が
３
７
対
１
０
（
白
票

１
０
）で
初
回
承
認
さ
れ
た
。

ま
だ
本
決
ま
り
で
は
な
く
、

民
営
化
案
な
ど
を
受
け
付
け

て
い
る
段
階
だ
。
近
隣
住
民

は
民
営
化
に
伴
う
交
通
や
騒

音
な
ど
の
問
題
を
危
惧
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
ス
タ
ジ

ア
ム
に
は
特
定
の
所
属
チ
ー

ム
が
な
く
、
試
合
数
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
ど
う
増
や
す
か
な
ど
の

課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
１
７
年
も
上
半
期
が

終
わ
り
、
今
日
か
ら
下
半
期

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
聖
州

の
公
約
で
は
、
聖
市
地
下
鉄

５
号
線
の
ア
ド
ル
フ
ォ
・
ピ

ニ
ェ
イ
ロ
駅
か
ら
東
に
ア
ウ

ト
・
ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
、

ボ
ル
バ
・
ガ
ト
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
３
駅
の
運
行
が
今
月

中
に
は
じ
ま
る
は
ず
だ
が
、

現
時
点
で
開
通
の
話
は
な

い
。
５
月
に
は
試
験
運
転
を

行
っ
て
い
る
が
、
は
た
し
て

…
。

　

６
月
２
８
日
夜
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
の
大
統
領
公
邸
（
ア
ウ

ヴ
ォ
ラ
ー
ダ
宮
殿
）
に
不
審

者
が
車
で
乗
り
付
け
、
内
部

に
潜
り
込
む
と
い
う
事
件
が

起
き
た
。

　

６
月
２
９
、３
０
日
付
伯

字
紙
・
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

午
後
７
時
頃
。
宮
殿
前
に
不

審
車
が
停
車
し
た
た
め
、
警

備
担
当
者
が
尋
問
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
車
が
急
発
進

し
て
門
を
倒
し
、
敷
地
内
に

入
っ
た
。
警
備
員
ら
が
発
砲

し
た
が
、
車
は
芝
生
上
を
走

り
、
宮
殿
内
の
車
庫
に
侵
入

し
ガ
ラ
ス
な
ど
も
壊
し
た
。

　

警
備
員
ら
は
車
を
止
め
る

た
め
に
威
嚇
射
撃
を
行
っ
た

が
、
車
が
止
ま
ら
な
か
っ
た

た
め
、
車
に
向
か
っ
て
撃
つ

必
要
が
生
じ
た
と
い
う
。

　

不
審
車
の
運
転
手
は
車
を

捨
て
、
宮
殿
内
に
逃
げ
込
ん

だ
が
、
３
階
で
警
備
担
当
の

兵
士
ら
に
取
り
押
さ
え
ら
れ

た
。
運
転
手
は
１
５
歳
の
少

年
で
、
父
親
の
車
を
無
断
で

持
ち
出
し
、
公
邸
ま
で
来
た

と
い
う
。
少
年
の
身
柄
は
一

旦
、
連
邦
警
察
官
に
引
き
渡

さ
れ
た
後
、
青
少
年
警
察
の

観
察
下
に
移
さ
れ
た
。

　

同
件
は
公
共
物
破
損
扱
い

と
な
り
、
６
月
２
９
日
に
調

書
が
青
少
年
裁
判
所
に
送
ら

れ
た
。
少
年
は
事
情
聴
取
後

に
保
護
者
に
引
き
渡
さ
れ
た

が
、
今
後
は
精
神
鑑
定
も
受

け
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

警
備
担
当
の
兵
士
達
に
よ

る
と
、
不
審
車
の
侵
入
防
止

用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
障
害

物
は
、
１
０
時
に
セ
ッ
ト
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
不

審
車
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ

事
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
一
時
、

ア
ウ
ヴ
ォ
ラ
ー
ダ
宮
殿
に
住

ん
で
い
た
が
、
現
在
は
副
大

統
領
用
公
邸
の
ジ
ャ
ブ
ル
ー

宮
殿
に
戻
り
、
会
議
な
ど
の

時
だ
け
、
ア
ウ
ヴ
ォ
ラ
ー
ダ

宮
殿
に
来
て
い
る
。

　

大
統
領
は
事
件
当
時
、
同

宮
殿
に
は
お
ら
ず
、
不
法
侵

入
し
た
少
年
も
含
め
、
負
傷

者
な
ど
は
出
な
か
っ
た
。
大

統
領
は
６
月
２
９
日
に
担
当

の
閣
僚
を
呼
び
、
警
備
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
た
。

　

５
月
３
０
日
に
、
現
政
権

に
よ
る
労
働
法
改
正
や
社
会

保
障
制
度
改
革
な
ど
に
反
対

す
る
ゼ
ネ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

全
国
各
地
で
交
通
機
関
や
銀

行
、
学
校
な
ど
が
全
面
的
ま

た
は
一
部
で
、
機
能
を
停
止

し
た
。

　

同
日
付
の
伯
字
紙
や
サ
イ

ト
に
よ
る
と
、
聖
市
地
下
鉄

は
前
夜
の
総
会
で
ス
ト
参
加

を
見
合
わ
せ
た
た
め
、
大
聖

市
圏
の
バ
ス
や
鉄
道
は
通
常

通
り
運
行
し
た
が
、
教
員
組

合
や
銀
行
員
の
組
合
は
ス
ト

に
参
加
。
各
機
関
の
機
能
が

全
面
的
ま
た
は
一
部
で
麻
痺

し
た
り
、
抗
議
集
会
が
開
か

れ
た
り
し
た
。

　

ま
た
、
金
属
労
組
や
ホ
ー

ム
レ
ス
労
働
者
運
動
（
Ｍ
Ｔ

Ｓ
Ｔ
）
な
ど
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
も
多
発
し
、
ア
ン
シ
エ
ッ

タ
や
エ
リ
オ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ

そ
の
他
の
幹
線
道
の
封
鎖
な

ど
が
起
き
た
他
、
横
断
幕
な

ど
を
持
っ
た
組
合
員
に
よ
る

デ
モ
行
進
や
そ
れ
に
伴
う
交

通
規
制
も
発
生
し
た
。

　

他
方
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
は

バ
ス
と
地
下
鉄
が
ス
ト
に
全

面
参
加
し
、
公
共
交
通
は
朝

か
ら
マ
ヒ
状
態
に
陥
っ
た
。

ま
た
、
混
乱
回
避
の
た
め
、

軍
警
が
官
庁
街
へ
の
幹
線
道

路
を
封
鎖
。
武
器
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
所
持
品
の
有
無

の
検
査
も
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
ゼ
ネ
ス
ト
で
は
、

連
邦
直
轄
区
を
含
む
全
て
の

州
で
何
ら
か
の
抗
議
行
動
や

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
起
き
て
お

り
、
多
く
の
州
で
公
共
の
交

通
機
関
が
止
ま
っ
た
上
、
高

速
道
を
含
む
幹
線
道
路
が
タ

イ
ヤ
な
ど
を
燃
や
し
て
封
鎖

さ
れ
た
り
、
デ
モ
隊
の
行
進

の
せ
い
で
車
両
の
運
行
が
不

可
能
と
な
っ
た
り
し
た
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
に
は
医
療
関
係

者
も
参
加
し
て
お
り
、
聖
州

な
ど
で
は
、
急
を
要
す
る
患

者
以
外
は
受
け
付
け
な
い
保

健
所
や
病
院
が
出
た
市
町
村

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
銀
行
員

や
空
港
職
員
、
港
湾
職
員
、

石
油
産
業
界
の
従
業
員
、
商

業
関
係
者
な
ど
、
幅
広
い
部

門
の
労
働
者
が
、
職
務
停
止

や
抗
議
集
会
開
催
、
デ
モ
行

進
実
施
な
ど
の
形
で
ス
ト
に

参
加
し
た
。

　

教
育
界
で
も
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
総
合
大
学
や
エ
ス
ピ
リ
ト

サ
ン
ト
連
邦
大
学
な
ど
で
大

学
前
の
道
路
や
門
の
封
鎖
が

起
き
た
他
、
教
師
や
職
員
の

ス
ト
参
加
で
、
８
０
％
以
上

の
学
校
が
休
校
と
な
っ
た
州

も
あ
っ
た
。
公
立
校
の
教
師

や
職
員
を
含
む
公
務
員
が
ス

ト
に
参
加
し
た
州
は
、
相
当

数
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
参
加
は
大
都
市

に
限
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
サ

イ
ト
上
に
は
、
内
陸
部
の
町

で
も
公
共
交
通
機
関
の
機
能

停
止
や
道
路
封
鎖
、
デ
モ
行

進
、
抗
議
集
会
な
ど
が
起
き

た
事
を
伝
え
る
写
真
や
報
告

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
３
０
日
、
全
国
家
庭
サ
ン

プ
ル
調
査
（
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｄ
）
に

よ
る
３
〜
５
月
の
失
業
率
は

１
３
・
３
％
だ
っ
た
と
発
表

し
た
と
、
同
日
付
伯
字
各
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
は
２
〜
４
月
の
失
業

率
１
３
・
６
％
と
比
較
す
る

と
若
干
の
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、

昨
年
比
で
は
２
・
１
％
の
上

昇
だ
。Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、

今
回
の
結
果
は
２
０
１
４
年

以
来
の
２
期
連
続
で
の
失
業

率
減
少
だ
が
、
２
０
１
２
年

統
計
開
始
以
来
、
３
〜
５
月

期
の
数
字
と
し
て
は
最
大
の

値
だ
。

　

今
年
３
〜
５
月
の
就
業

率
は
、
５
４
・
７
％
だ
っ

た
昨
年
同
期
比
マ
イ
ナ

ス
１
・
３
％
ポ
イ
ン
ト
の

５
３
・
４
％
で
、
統
計
開
始

以
来
最
低
だ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
と
、
３

〜
５
月
の
失
業
者
の
実
数
は

１
３
８
０
万
人
で
、
１
６
年

１
２
月
〜
今
年
２
月
期
比
で

は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
昨
年
同
期

比
で
は
２
割
増
だ
っ
た
。

　

３
〜
５
月
の
就
業
者
実
数

は
８
９
７
０
万
人
で
、
こ
ち

ら
も
１
６
年
１
２
月
〜
今

年
２
月
期
比
で
は
ほ
ぼ
横
ば

い
、
昨
年
同
期
比
で
は
１
・

３
％
減
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
３
〜
５
月
の
正
規

雇
用
者
数
は
３
３
３
０
万
人

で
、
１
６
年
１
２
月
〜
今
年

２
月
期
比
１
・
４
％
マ
イ
ナ

ス
、
昨
年
同
期
比
で
は
３
・

４
％
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

　

３
〜
５
月
の
各
就
業
者
の

平
均
収
入
は
月
２
１
０
９
レ

で
、
１
６
年
１
２
月
〜
今
年

２
月
期
の
２
１
０
２
レ
、
昨

年
同
期
の
２
０
６
２
レ
と
比

べ
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

6月30日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3150  R$
買　3.3135  R$

円相場
売　0.0295  R$
買　0.0295  R$

大統領への告発を受理

月
期
失
業
率　
％
と
発
表

失
業
者
の
実
数
は
１
３
８
０
万
人

不
審
車
が
大
統
領
公
邸
に
侵
入

運
転
し
て
い
た
の
は
１
５
歳
少
年

労
働
法
改
正
な
ど
に
反
対
し

下院
中央会計

５
月
だ
け
で
２
９
３
億
レ
の
赤
字

（２）２０１７年 第４７８６号 ７月 １日 （土曜日）

ＩＢＧＥ

3 -5

13.3

　

下
院
で
は

午
前
中
、
下

院
第
２
書
記

の
マ
リ
ア
ナ
・

カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
下
議（
民

主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

が
６
３
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る

起
訴
状
を
読

み
上
げ
た
。

こ
の
時
の
審

議
は
６
０
人

の
下
議
の
参

加
を
得
て
始



　

元も
と

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

民み
ん

軍ぐ
ん

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
、
１
９
９
６
年ね

ん

に
ミ

グ
１
９
に
乗の

っ
て
韓か

ん

国こ
く

に
亡ぼ

う

命め
い

し
、
今い

ま

は
韓か

ん

国こ
く

の
空く

う

軍ぐ
ん

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
な
っ
て
い
た
李り

チ
ョ
ル
ス
氏し

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た

っ
た

と
西に

し

岡お
か

力つ
と
む・東と
う

京き
ょ
う

基き

督り
す
と

教き
ょ
う

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
記し

る

し
て
い
る
。[

１]

　
自じ

分ぶ
ん

た
ち
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

人じ
ん

は
士し

官か
ん

学が
っ

校こ
う

に
入は

い
っ
た
と
き
か
ら

現げ
ん

在ざ
い

ま
で
、
ず
っ
と
同お

な

じ
こ
と
を
教お

そ

わ
っ
て
き
た
。
１
９
５
０

年ね
ん

に
始は

じ

ま
っ
た
第だ

い

１
次じ

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
勝か

て
な
か
っ
た
の
は
米べ

い

軍ぐ
ん

基き

地ち

の
せ
い
だ
。
あ
の
と
き
、（
韓か

ん

国こ
く
へ
の
）
奇き

襲し
ゅ
う

攻こ
う

撃げ
き

は

成せ
い

功こ
う

し
た
が
、
在ざ

い

日に
ち

米べ
い

軍ぐ
ん

基き

地ち

か
ら
の
空く

う

爆ば
く

と
武ぶ

器き

弾だ
ん

薬や
く

の

補ほ

給き
ゅ
う、
米べ

い

軍ぐ
ん

精せ
い

鋭え
い

部ぶ

隊た
い

の
派は

兵へ
い

な
ど
の
た
め
に
半は

ん

島と
う

全ぜ
ん

域い
き

の

占せ
ん

領り
ょ
うが
で
き
な
か
っ
た
。

　
第だ

い

２
次じ

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
勝か

っ
て
半は

ん

島と
う

全ぜ
ん

体た
い

を
併へ

い

呑ど
ん

す
る
た
め

に
は
米べ

い

本ほ
ん

土ど

か
ら
援え

ん

軍ぐ
ん

が
く
る
ま
で
、
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

程て
い

度ど

韓か
ん

国こ
く

内な
い

の
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

と
米べ

い

軍ぐ
ん

基き

地ち

だ
け
で
な
く
、
在ざ

い

日に
ち

米べ
い

軍ぐ
ん

基き

地ち

を
使し

用よ
う

不ふ

可か

能の
う

に
す
る
こ
と
が
肝か

ん

要よ
う

だ
。
だ
か
ら
、
射し

ゃ

程て
い

の
長な

が

い

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
ミ
サ
イ
ル
は

防ぼ
う

衛え
い

費ひ

の
２
％
で
抑よ

く

止し

で
き
る

２０１７年
ねん

５月
がつ

１４日
か

版
ばん

ミ
サ
イ
ル
を
実じ

っ

戦せ
ん

配は
い

備び

し
て
い
る
。

　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
核か

く

ミ
サ
イ
ル
開か

い

発は
つ

の
目も

く

的て
き

に
つ
い
て
「
冷れ

い

戦せ
ん

後ご

、

国こ
く

際さ
い

的て
き

に
孤こ

立り
つ

す
る
中な

か

、
体た

い

制せ
い

を
維い

持じ

す
る
た
め
に
核か

く

ミ
サ

イ
ル
を
持も

と
う
と
し
て
い
る
」
と
か
「
米べ

い

国こ
く

と
の
外が

い

交こ
う

カ
ー
ド

と
し
て
使つ

か

い
、
米べ

い

朝ち
ょ
う

国こ
っ

交こ
う

回か
い

復ふ
く

を
狙ね

ら

っ
て
い
る
」
な
ど
の
見み

方か
た

が
あ
る
が
、
西に

し

岡お
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
こ
れ
ら
の
見み

方か
た

は
、
実じ

つ

は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
政せ

い

治じ

工こ
う

作さ
く

と
し
て
意い

図と

的て
き

に
拡か

く

散さ
ん

し
て
い
る
ウ
ソ
だ
」

と
断だ

ん

言げ
ん

し
て
い
る
。

　

そ
の
証

し
ょ
う

拠こ

と
し
て
氏し

が
挙あ

げ
て
い
る
の
が
、
金き

む

日い
る

成そ
ん

が
核か

く

開か
い

発は
つ

を
始は

じ

め
た
の
は
、
１
９
５
３
年ね

ん

７
月が

つ

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

休き
ゅ
う

戦せ
ん

の

数す
う

ヶ
月げ

つ

前ま
え

だ
っ
た
と
い
う
事じ

実じ
つ

で
あ
る
。
こ
の
時じ

点て
ん

で
は
北き

た

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
軍ぐ

ん

事じ

や
経け

い

済ざ
い

で
も
韓か

ん

国こ
く

よ
り
優ゆ

う

勢せ
い

だ
っ
た
。
金き

む

日い
る

成そ
ん

が
、

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
勝か

て
な
か
っ
た
の
は
在ざ

い

日に
ち

米べ
い

軍ぐ
ん

基き

地ち

の
た
め
だ

と
考か

ん
が

え
た
か
ら
こ
そ
、
核か

く

ミ
サ
イ
ル
開か

い

発は
つ

を
決け

つ

意い

し
た
の
で
あ

る
。

　
と
す
れ
ば
、
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

も
、
こ
の
ま
ま
で
は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

経け
い

済ざ
い

も

行い

き
詰づ

ま
り
、
体た

い

制せ
い

も
崩ほ

う

壊か
い

す
る
と
追お

い
詰つ

め
ら
れ
て
、
生い

き
残の

こ

る
唯ゆ

い

一い
つの

道み
ち

は
、
韓か

ん

国こ
く

を
併へ

い

呑ど
ん

し
て
そ
の
富と

み

を
奪う

ば

う
し
か

な
い
、
と
一い

ち
か
八ば

ち

か
で
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くに

出で

る
可か

能の
う

性せ
い

は
あ
る
。

　
「
そ
れ
を
確か

く

実じ
つ

に
抑よ

く

止し

す
る
方ほ

う

法ほ
う

は
、
核か

く

の
ボ
タ
ン
を
押お

せ

ば
必か

な
ら

ず
報ほ

う

復ふ
く

を
受う

け
て
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

が
死し

ぬ
と
彼か

れ

に
分わ

か
ら
せ
る

こ
と
以い

外が
い

に
な
い
」
と
、
西に

し

岡お
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
断だ

ん

言げ
ん

す
る
。

　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

や
シ
ナ
の
よ
う
な
独ど

く

裁さ
い

国こ
っ

家か

で
は
、
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

は
国こ

く

民み
ん

の
生せ

い

命め
い

や
財ざ

い

産さ
ん

は
気き

に
し
な
い
。
あ
る
ア
メ
リ
カ
陸り

く

軍ぐ
ん

大た
い

将し
ょ
うが

人じ
ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

最さ
い

高こ
う

幹か
ん

部ぶ

た
ち
と
の
宴え

ん

会か
い

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
際さ

い

、

い
さ
さ
か
酔よ

っ
払ぱ

ら

っ
た
シ
ナ
の
大た

い

将し
ょ
うが

「
我わ

れ

々わ
れ

は
上

し
ゃ
ん

海は
い

が
核か

く

攻こ
う

撃げ
き

を
受う

け
て
消

し
ょ
う

滅め
つ

し
て
も
戦せ

ん

争そ
う

は
続つ

づ

け
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
が
核か

く

攻こ
う

撃げ
き

を
受う

け
た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

に
戦せ

ん

争そ
う

は
で
き
な
く
な

る
で
あ
ろ
う
」と
テ
ー
ブ
ル
を
叩た

た

き
な
が
ら
豪ご

う

語ご

し
た
と
い
う
。

　

酔よ

っ
払ぱ

ら

い
の
大た

い

言げ
ん

壮そ
う

語ご

で
は
な
い
。
現げ

ん

に
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
大だ

い

躍や
く

進し
ん

３
．「
防ぼ

う

衛え
い

」
の
理り

想そ
う

は

        「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
で
は
な
く
「
抑よ

く

止し

」

政せ
い

策さ
く

の
失し

っ

敗ぱ
い

で
推す

い

定て
い

２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

を
餓が

死し

さ
せ
た
後あ

と

、
政せ

い

権け
ん

内な
い

で
の
保ほ

身し
ん

の
た
め
に
文ぶ

ん

化か

大だ
い

革か
く

命め
い

を
起お

こ
し
、
紅こ

う

衛え
い

兵へ
い

ら
の
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

で
党と

う

幹か
ん

部ぶ

、
知ち

識し
き

人じ
ん

ら
４
０
万ま

ん

人に
ん

が
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
と
言い

わ

れ
て
い
る
。
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

の
父ち

ち

親お
や

・
金き

む

正じ
ょ
ん

日い
る

も
自み

ず
か

ら
の
権け

ん

力り
ょ
く

奪だ
っ

取し
ゅ

後ご

、
国こ

く

民み
ん

の
飢き

餓が

を
放ほ

う

置ち

し
、
３
年ね

ん

間か
ん

で
国こ

く

民み
ん

の
１
７
％

近ち
か

く
、
約や

く

３
７
０
万ま

ん

人に
ん

を
餓が

死し

さ
せ
た
と
推す

い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

た
ち
は
自み

ず
か

ら
の
保ほ

身し
ん

の
た
め
に
は
、
国く

に

や

国こ
く

民み
ん

が
ど
う
な
ろ
う
と
気き

に
し
な
い
。
逆ぎ

ゃ
く

に
、
他た

国こ
く

を
攻こ

う

撃げ
き

し
た
ら
自じ

分ぶ
ん

が
殺こ

ろ

さ
れ
る
と
分わ

か
ら
せ
れ
ば
、
そ
の
侵し

ん

略り
ゃ
く

行こ
う

為い

を
抑よ

く

止し

で
き
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
。
米べ

い

軍ぐ
ん

が
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
核か

く

開か
い

発は
つ

を
や
め
な
け
れ
ば
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

の
「
斬ざ

ん

首し
ゅ

作さ
く

戦せ
ん

」
を
す
る
、
と

個こ

人じ
ん

的て
き

に
脅お

び
やか

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

米べ
い

国こ
く

は
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

個こ

人じ
ん

を
狙ね

ら

え
る
だ
け
の
武ぶ

力り
ょ
くを

持も

っ
て
い

る
が
、
我わ

が
国く

に

は
持も

っ
て
い
な
い
。
日に

ち

米べ
い

安あ
ん

保ぽ

に
よ
る
ア
メ
リ

カ
頼だ

の

み
で
も
良よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
う
は
い
か
な
い
場ば

合あ
い

も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
「
経け

い

済ざ
い

制せ
い

裁さ
い

を
解と

け
。
解と

か
な
け
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
い
く
つ
か
の
都と

市し

に
ミ
サ
イ
ル

を
撃う

ち
込こ

む
ぞ
」
と
脅お

ど

し
て
く
る
事じ

態た
い

を
想そ

う

定て
い

で
き
る
。

　
こ
の
場ば

合あ
い

、
も
し
日に

本ほ
ん

が
ノ
ー
と
言い

っ
て
、
実じ

っ

際さ
い

に
何な

ん

発ぱ
つ

か

ミ
サ
イ
ル
を
撃う

ち
込こ

ま
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
在ざ

い

日に
ち

米べ
い

軍ぐ
ん

が

出し
ゅ
つ

動ど
う

す
る
前ま

え

に
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
「
こ
れ
以い

上じ
ょ
うの

攻こ
う

撃げ
き

は
し
な
い
。

経け
い

済ざ
い

制せ
い

裁さ
い

を
解と

く
よ
う
、
再さ

い

度ど

、
勧か

ん

告こ
く

す
る
」
と
言い

っ
て
き

た
ら
、
在ざ

い

日に
ち

米べ
い

軍ぐ
ん

は
ど
う
で
る
か
。

　

日に

本ほ
ん

に
ミ
サ
イ
ル
は
撃う

ち
込こ

ま
れ
た
が
、
す
ぐ
に
停て

い

戦せ
ん

状
じ
ょ
う

態た
い

に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
在ざ

い

日に
ち

米べ
い

軍ぐ
ん

が
出

し
ゅ
つ

動ど
う

す
れ
ば
、
北き

た

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

対た
い

ア
メ
リ
カ
の
戦た

た
かい

に
な
っ
て
、
第だ

い

２
次じ

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
引ひ

き
金が

ね

を
引ひ

い
て
し
ま
う
。
戦せ

ん

闘と
う

が
行お

こ
な

わ
れ
て
い
な
い
以い

上じ
ょ
う、

ア

メ
リ
カ
が
そ
の
危き

険け
ん

を
冒お

か

し
て
ま
で
報ほ

う

復ふ
く

し
て
く
れ
る
と
は
信し

ん

じ
ら
れ
な
い
。こ
の
よ
う
に
日に

ち

米べ
い

安あ
ん

保ぽ

条じ
ょ
う

約や
く

の
隙す

き

間ま

を
狙ね

ら
っ
て
、

日に

本ほ
ん

だ
け
を
脅

き
ょ
う

迫は
く

す
る
と
い
う
手て

も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
時と

き

に
、
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

力り
ょ
くだ

け
で
、
日に

本ほ
ん

に
ミ
サ
イ
ル

を
撃う

ち
込こ

ん
だ
ら
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

の
命い

の
ち

も
な
い
ぞ
と
脅お

ど

す
こ
と
が
で

き
た
ら
、
そ
れ
が
抑よ

く

止し

力り
ょ
くに

な
る
。

　
そ
も
そ
も
「
防ぼ

う

衛え
い

」
の
た
め
に
莫ば

く

大だ
い

な
税ぜ

い

金き
ん

を
投と

う

入に
ゅ
うし
て

１
．
北き

た

朝ち
ょ
う鮮 
せ
んは
核か

く

ミ
サ
イ
ル
を

       

使つ
か

う
た
め
に
開か

い

発は
つ

し
て
い
る

軍ぐ
ん

事じ

力り
ょ
くを
保ほ

持じ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
究

き
ゅ
う

極き
ょ
くの
目も

く

的て
き

は
、
日に

本ほ
ん

が
外が

い

敵て
き

か
ら
軍ぐ

ん

事じ

攻こ
う

撃げ
き

を
仕し

掛か

け
ら
れ
た
ら
「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
す

る
た
め
で
は
な
く
、「
外が

い

敵て
き

が
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
軍ぐ

ん

事じ

攻こ
う

撃げ
き

を
実じ

っ

施し

す
る
の
を
事じ

前ぜ
ん

に
思お

も

い
と
ど
ま
ら
せ
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
抑よ

く

止し

」
に
あ
る
。

　
自じ

衛え
い

隊た
い

が
「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
す
る
段だ

ん

階か
い

に
立た

ち
至い

た
っ
た
場ば

合あ
い

に
は
、

い
く
ら
自じ

衛え
い

隊た
い

が
頑が

ん

強き
ょ
うに
「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
し
た
と
し
て
も
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
生せ

い

命め
い

財ざ
い

産さ
ん

が
何な

ん

ら
か
の
損そ

ん

害が
い

を
被こ

う
むる
こ
と
は
避さ

け
ら

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
防ぼ

う

衛え
い

」
の
理り

想そ
う

は
「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
で
は
な

く
「
抑よ

く

止し

」
な
の
で
あ
る
。[

１
， ｐ
９]

　

軍ぐ
ん

事じ

ア
ナ
リ
ス
ト
・
北き

た

村む
ら

淳じ
ゅ
ん

氏し

の
至し

言げ
ん

で
あ
る
。「
や
ら
れ

た
ら
、
倍ば

い

返が
え

し
だ
」
と
い
う
「
報ほ

う

復ふ
く

的て
き

抑よ
く

止し

力り
ょ
く」

を
持も

つ
こ

と
が
「
防ぼ

う

衛え
い

」
の
効こ

う

果か

的て
き

な
あ
り
方か

た

な
の
で
あ
る
。

　

北き
た

村む
ら

氏し

は
、
こ
の
観か

ん

点て
ん

か
ら
、
シ
ナ
・
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
対た

い

す
る

防ぼ
う

衛え
い

（
た
だ
し
、
核か

く

攻こ
う

撃げ
き

を
除の

ぞ

く
）
に
関か

ん

し
て
、
卓た

く

抜ば
つ

な
構こ

う

想そ
う

を
提て

い

案あ
ん

し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
要よ

う

点て
ん

を
示し

め

し
た
後あ

と

で
、
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
よ
う
。

　
（
１
） 

シ
ナ
や
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

か
ら
の
攻こ

う

撃げ
き

パ
タ
ー
ン
と
し
て
軍ぐ

ん

艦か
ん

、
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

や
航こ

う

空く
う

機き

に
よ
る
接せ

っ

近き
ん

襲し
ゅ
う

撃げ
き

は
自じ

衛え
い

隊た
い

に
よ
る

監か
ん

視し

・
撃げ

き

退た
い

能の
う

力り
ょ
くが

高た
か

く
、
相あ

い

手て

も
相そ

う

当と
う

な
リ
ス
ク
を
覚か

く

悟ご

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
長

ち
ょ
う

射し
ゃ

程て
い

ミ
サ
イ
ル
攻こ

う

撃げ
き

は
最さ

い

小し
ょ
うの

リ
ス
ク
で
、我わ

が
国く

に

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与あ

た

え
ら
れ
る
。

（
２
） 

現げ
ん

在ざ
い

、
我わ

が
国く

に

の
ミ
サ
イ
ル
攻こ

う

撃げ
き

へ
の
防ぼ

う

御ぎ
ょ

は
迎げ

い

撃げ
き

ミ

サ
イ
ル
で
撃う

ち
落お

と
す
シ
ス
テ
ム
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て
い
る
が
、

撃う

ち
落お

と
し
漏も

れ
で
被ひ

害が
い

が
出で

る
。
し
か
も
、
多た

数す
う

の
ミ
サ

イ
ル
が
発は

っ

射し
ゃ

さ
れ
た
場ば

合あ
い

は
、
迎げ

い

撃げ
き

ミ
サ
イ
ル
を
撃う

ち
尽つ

く

し
て
、
そ
の
後ご

は
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
と
な
る
。

（
３
） 

ミ
サ
イ
ル
攻こ

う

撃げ
き

へ
の
最も

っ
と

も
効こ

う

果か

的て
き

な
防ぼ

う

衛え
い

は
、
撃う

た
れ

た
ら
こ
ち
ら
も
長

ち
ょ
う

射し
ゃ

程て
い

ミ
サ
イ
ル
で
撃う

ち
返か

え

す
と
い
う
報ほ

う

復ふ
く

に

よ
り
、
抑よ

く

止し

を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
迎げ

い

撃げ
き

ミ
サ
イ
ル
に
よ
る

「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
よ
り
も
は
る
か
に
安あ

ん

価か

に
、
よ
り
確か

く

実じ
つ

に
「
抑よ

く

止し

」

を
図は

か

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
が
北き

た

村む
ら

氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

『
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
１
０
０
０
億お

く

円え
ん

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

も
怖こ

わ

く
な
い
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意い

味み

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

上
じ
ょ
う

記き

の
各か

く

点て
ん

に
つ
い
て
、
も
う
少す

こ

し
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
て
お
こ

う
。

　

ま
ず
（
１
）
の
「
最さ

い

大だ
い

の
脅

き
ょ
う

威い

は
長

ち
ょ
う

射し
ゃ

程て
い

ミ
サ
イ
ル
」
と

い
う
点て

ん

だ
が
、
個こ

人じ
ん

の
戦た

た
かい

に
例た

と

え
て
言い

え
ば
、
軍ぐ

ん

艦か
ん

や
航こ

う

　 ※これを 読
よ

め ば 自
しぜん

然 に、 日
にっぽん

本 の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
独ど

く

裁さ
い

国こ
っ

家か

の
弱よ

わ

み

空く
う

機き

な
ど
の
接せ

っ

近き
ん

攻こ
う

撃げ
き

は
殴な

ぐ

り
か
か
る
こ
と
、
ミ
サ
イ
ル
攻こ

う

撃げ
き

は
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

の
よ
う
な
も
の
だ
。
殴な

ぐ

り
か
か
っ
て
く
る
相あ

い

手て

よ
り

も
、
離は

な

れ
た
所と

こ
ろ

か
ら
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

を
し
て
く
る
相あ

い

手て

の
方ほ

う

が
脅

き
ょ
う

威い

が

大お
お

き
い
、
と
い
う
の
は
、
常

じ
ょ
う

識し
き

で
分わ

か
る
。

　

防ぼ
う

衛え
い

面め
ん

を
考か

ん
が

え
る
と
、殴な

ぐ
っ
て
く
る
相あ

い

手て

に
は
殴な

ぐ

り
返か

え

せ
ば
、

相あ
い

手て

に
相そ

う

応お
う

の
打だ

撃げ
き

を
与あ

た

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
相あ

い

手て

が
い
つ

ど
こ
か
ら
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

し
て
く
る
の
か
分わ

か
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
、

は
る
か
に
大お

お

き
な
脅

き
ょ
う

威い

で
あ
る
。

　
（
２
）
の
迎げ

い

撃げ
き

ミ
サ
イ
ル
で
は
完か

ん

全ぜ
ん

に
は
防ぼ

う

御ぎ
ょ

し
き
れ
な
い

理り

由ゆ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
よ
う
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
日に

本ほ
ん

を
狙ね

ら

う
に
は
、
ス

カ
ッ
ド
Ｄ
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
が
使つ

か

わ
れ
る
。
最さ

い

大だ
い

射し
ゃ

程て
い

距き
ょ

離り

は

７
０
０
～
８
０
０
キ
ロ
で
、
西に

し

日に

本ほ
ん

の
多お

お

く
の
地ち

域い
き

が
到と

う

達た
つ

範は
ん

囲い

に
入は

い

る
。発は

っ

射し
ゃ

に
は
地ち

上じ
ょ
う

移い

動ど
う

式し
き

発は
っ

射し
ゃ

装そ
う

置ち

が
使つ

か

わ
れ
、

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
こ
れ
を
５
０
輛

り
ょ
う

前ぜ
ん

後ご

、
保ほ

有ゆ
う

し
て
い
る
と
見み

ら
れ

て
い
る
。
と
す
る
と
、
最さ

い

大だ
い

５
０
基き

の
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
を
一い

ち

度ど

に
発は

っ

射し
ゃ

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
現げ

ん

行こ
う

の
ミ
サ
イ
ル
防ぼ

う

衛え
い

シ
ス
テ
ム
は
次つ

ぎ

の

よ
う
な
も
の
だ
。
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
の
発は

っ

射し
ゃ

を
、
警け

い

戒か
い

衛え
い

星せ
い

と

イ
ー
ジ
ス
艦か

ん

の
レ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
で
捉と

ら

え
、
そ
の
弾だ

ん

道ど
う

を
計け

い

算さ
ん

し
て
、Ｓ
Ｍ
―
３
迎げ

い

撃げ
き

ミ
サ
イ
ル
が
発は

っ

射し
ゃ

さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
撃げ

き

墜つ
い

率り
つ

は
こ
れ
ま
で
の
１
０
年ね

ん

の
経け

い

験け
ん

で
は
８
割わ

り

強き
ょ
うで

あ

り
、
５
０
基き

が
同ど

う

時じ

に
撃う

た
れ
た
場ば

合あ
い

は
、
す
べ
て
を
迎げ

い

撃げ
き

し
て
も
１
０
基き

は
撃う

ち
漏も

ら
し
て
し
ま
う
。

　

さ
ら
に
Ｓ
Ｍ
―
３
ミ
サ
イ
ル
は
１
基き

２
５
億お

く

円え
ん

と
超

ち
ょ
う

高こ
う

額が
く

の
た
め
、
イ
ー
ジ
ス
艦か

ん

あ
た
り
８
基き

し
か
装そ

う

備び

さ
れ
て
い
な
い
。

海か
い

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

の
イ
ー
ジ
ス
艦か

ん

４
隻せ

き

が
す
べ
て
出

し
ゅ
つ

動ど
う

し
て
い
て

も
、
３
２
基き

し
か
発は

っ

射し
ゃ

で
き
な
い
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
第だ

い

一い
っ

波ぱ

で

５
０
基き

を
撃う

っ
て
き
た
ら
そ
も
そ
も
足た

り
な
い
し
、
第だ

い

二に

派は

と

し
て
ま
た
５
０
基き

発は
っ

射し
ゃ

し
た
ら
、
も
う
撃う

ち
尽つ

く
し
て
し
ま
っ

て
、
指ゆ

び

を
く
わ
え
て
見み

て
い
る
し
か
な
い
。

　

第だ
い

二に

段だ
ん

の
構か

ま

え
と
し
て
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
―
３
防ぼ

う

空く
う

ミ
サ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
―
３
）
も
あ
る
が
、
直

ち
ょ
っ

径け
い

４
０
キ
ロ
の

圏け
ん

内な
い

で
し
か
撃げ

き

墜つ
い

で
き
ず
、
国こ

く

内な
い

に
は
こ
れ
が
１
８
セ
ッ
ト
あ

る
の
み
で
あ
る
。

　

１
８
セ
ッ
ト
を
東と

う

海か
い

道ど
う

・
山さ

ん

陽よ
う

新し
ん

幹か
ん

線せ
ん

沿ぞ

い
に
横よ

こ

に
並な

ら

べ
た

と
し
て
も
、
４
０
キ
ロ
ｘ
１
８
セ
ッ
ト
＝
７
２
０
キ
ロ
で
、
東と

う

京き
ょ
う―

岡お
か

山や
ま

が
カ
バ
ー
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス

テ
ム
で
防ふ

せ

げ
ず
、
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
が
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
地ち

域い
き

は
や
ら
れ
放ほ

う

題だ
い

と
い
う
事こ

と

に
な
る
。
こ
う
い
う
事じ

態た
い

を
防ふ

せ

ぐ
に

は
、
さ
ら
に
数す

う

兆ち
ょ
う

円え
ん

規き

模ぼ

の
予よ

算さ
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

と
な
る
。

　

長
ち
ょ
う

射し
ゃ

程て
い

ミ
サ
イ
ル
に
は
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
の
ほ
か
に
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ

イ
ル
が
あ
る
。
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
は
弾だ

ん

道ど
う

（
放ほ

う

物ぶ
つ

線せ
ん

）
を
描え

が

い

て
超

ち
ょ
う

高こ
う

速そ
く

で
飛と

ぶ
も
の
で
、
核か

く

を
搭と

う

載さ
い

し
た
大た

い

陸り
く

間か
ん

弾だ
ん

道ど
う

ミ

サ
イ
ル
は
こ
の
一い

っ

種し
ゅ

で
あ
る
。

　

巡
じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
は
低て

い

空く
う

飛ひ

行こ
う

で
山や

ま

な
ど
を
避さ

け
な
が
ら
、

自じ

由ゆ
う

自じ

在ざ
い

に
進し

ん

路ろ

を
変か

え
つ
つ
飛ひ

翔し
ょ
うす

る
。
弾だ

ん

道ど
う

ミ
サ
イ
ル
よ

り
も
速そ

く

度ど

は
遅お

そ

い
が
、小こ

型が
た

か
つ
低て

い

空く
う

飛ひ

行こ
う

の
た
め
、レ
ー
ダ
ー

で
も
は
る
か
に
補ほ

足そ
く

し
に
く
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
は
最さ

い

大だ
い

射し
ゃ

程て
い

距き
ょ

離り

１
７
０
０
キ
ロ
を
飛と

び
、
最さ

い

新し
ん

型が
た

で
は
狙ね

ら
っ
た
目も

く

標ひ
ょ
うか

ら
５

メ
ー
ト
ル
以い

内な
い

の
命め

い

中ち
ゅ
う

精せ
い

度ど

を
持も

つ
。
１
９
９
１
年ね

ん

の
湾わ

ん

岸が
ん

　

独ど
く

裁さ
い

者し
ゃ

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙ね

ら

え
る
巡じ

ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
を

活か
つ

用よ
う

す
れ
ば
、
抑よ

く

止し

力り
ょ
く

を
発は

っ

揮き

で
き
る
。

６
．
巡じ

ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
の
脅き

ょ
う

威い

５
．
迎げ

い

撃げ
き

ミ
サ
イ
ル
で
は

       

撃う

ち
漏も

ら
し
、
弾た

ま

切ぎ

れ

７
．
ト
マ
ホ
ー
ク
８
０
０
基き

        

に
よ
る
報ほ

う

復ふ
く

的て
き

抑よ
く

止し

力り
ょ
く

４
．『
巡じ

ゅ
ん航　
こ
うミ
サ
イ
ル
１
０
０
０
億お

く

円え
ん
で

         

中ち
ゅ
う国　
ご
くも
北き

た

朝
 
ち
ょ
う鮮
 
 
せ
んも

怖こ
わ

く
な
い
』

戦せ
ん

争そ
う

で
投と

う

入に
ゅ
うさ

れ
て
以い

来ら
い

、
数か

ず

々か
ず

の
実じ

っ

戦せ
ん

で
使し

用よ
う

さ
れ
て
き

た
。
湾わ

ん

岸が
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
は
進し

ん

攻こ
う

に
先さ

き

立だ

っ
て
、
水す

い

上じ
ょ
う

戦せ
ん

闘と
う

艦か
ん

と
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

か
ら
合ご

う

計け
い

２
８
８
基き

が
連れ

ん

射し
ゃ

さ
れ
、
イ
ラ
ク
の
レ
ー
ダ
ー

シ
ス
テ
ム
、
対た

い

空く
う

ミ
サ
イ
ル
、
そ
れ
に
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

の
本ほ

ん

拠き
ょ

地ち

を
叩た

た

く
の
に
使つ

か

わ
れ
た
。

　

そ
の
命め

い

中ち
ゅ
う

精せ
い

度ど

の
良よ

さ
か
ら
、
た
と
え
ば
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

の
潜ひ

そ

ん

で
い
る
場ば

所し
ょ

や
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

司し

令れ
い

部ぶ

、
ミ
サ
イ
ル
基き

地ち

な
ど

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
叩た

た

く
に
は
、
最さ

い

適て
き

な
兵へ

い

器き

な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
価か

格か
く

も
１
基き

１
～
１
・
５
億お

く

円え
ん

程て
い

度ど

と
安や

す

い
。
Ｆ

―
２
戦せ

ん

闘と
う

機き

で
敵て

き

基き

地ち

攻こ
う

撃げ
き

を
す
る
に
は
１
機き

で
１
２
０
億お

く

円え
ん

か
か
る
が
、
ト
マ
ホ
ー
ク
な
ら
１
０
０
基き

も
配は

い

置ち

で
き
る
。

し
か
も
搭と

う

載さ
い

す
る
通つ

う

常じ
ょ
う

弾だ
ん

頭と
う

の
破は

壊か
い

力り
ょ
くは

、
Ｆ
―
２
に
搭と

う

載さ
い

で
き
る
爆ば

く

弾だ
ん

の
２
倍ば

い

程て
い

度ど

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ス
ト

１
／
１
０
０
で
破は

壊か
い

力り
ょ
く２

倍ば
い

、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

２
０
０
倍ば

い

と
な
る
。

　
こ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
海か

い

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

の
艦か

ん

船せ
ん

に
８
０
０
基き

ほ

ど
配は

い

備び

し
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
我わ

が
国く

に

に
ミ
サ
イ
ル
を
撃う

ち
込こ

ん
だ

ら
、
そ
れ
を
一い

っ

斉せ
い

に
発は

っ

射し
ゃ

し
て
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

の
生せ

い

命め
い

は
な
い
、
と

分わ

か
ら
せ
て
、
報ほ

う

復ふ
く

的て
き

抑よ
く

止し

力り
ょ
くを

働は
た
ら

か
せ
よ
う
、
と
い
う
の

が
北き

た

村む
ら

氏し

の
提て

い

案あ
ん

な
の
で
あ
る
。
こ
の
提て

い

案あ
ん

は
優す

ぐ

れ
た
実じ

つ

現げ
ん

可か

能の
う

性せ
い

を
持も

っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
現げ

ん

在ざ
い

の
海か

い

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

の
水す

い

上じ
ょ
う

艦か
ん

、
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

の
発は

っ

射し
ゃ

装そ
う

置ち

は
ト
マ
ホ
ー
ク
と
互ご

換か
ん

性せ
い

が
あ
り
、
ハ
ー
ド
は
そ
の
ま

ま
使し

用よ
う

で
き
る
。
ソ
フ
ト
と
し
て
ト
マ
ホ
ー
ク
攻こ

う

撃げ
き

計け
い

画か
く

シ
ス

テ
ム
と
発は

っ

射し
ゃ

制せ
い

御ぎ
ょ

管か
ん

制せ
い

シ
ス
テ
ム
を
導ど

う

入に
ゅ
うす

る
だ
け
で
良よ

い
。

　

装そ
う

備び

で
き
る
水す

い

上じ
ょ
う

艦か
ん

・
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

だ
。
合ご

う

計け
い

で
最さ

い

大だ
い

１
１
３
２
基き

の
ト
マ
ホ
ー
ク
が
装そ

う

備び

で
き
る
。
た
と
え
ば
「
あ

た
ご
型が

た

」
自じ

衛え
い

艦か
ん

は
２
隻せ

き

で
各か

く

９
６
基き

、「
こ
ん
ご
う
型か

た

」
４

隻せ
き

で
各か

く

９
０
基き

、
等と

う

々と
う

、
各か

く

型か
た

合ご
う

計け
い

で
２
７
隻せ

き

あ
る
。

　

ト
マ
ホ
ー
ク
の
最さ

い

大だ
い

射し
ゃ

程て
い

距き
ょ

離り

は
１
７
０
０
キ
ロ
な
の
で
、

日に

本ほ
ん

海か
い

側が
わ

は
も
ち
ろ
ん
太た

い

平へ
い

洋よ
う

側が
わ

沿え
ん

岸が
ん

を
航こ

う

行こ
う

す
る
艦か

ん

艇て
い

か

ら
発は

っ

射し
ゃ

し
て
も
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

全ぜ
ん

域い
き

を
カ
バ
ー
で
き
る
。

　

破は

壊か
い

力り
ょ
くも

十
じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
。
ト
マ
ホ
ー
ク
１
基き

で
１
０
０
０

ポ
ン
ド
爆ば

く

弾だ
ん

１
発ぱ

つ

分ぶ
ん

の
破は

壊か
い

力り
ょ
くを

持も

つ
が
、
こ
れ
は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
ノ
ド
ン
や
ス
カ
ッ
ド
の
半は

ん

分ぶ
ん

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ノ
ド

ン
や
ス
カ
ッ
ド
を
１
０
０
基き

、撃う

ち
込こ

ま
れ
た
場ば

合あ
い

、ト
マ
ホ
ー

ク
２
０
０
基き

で
同ど

う

等と
う

、８
０
０
基き

を
撃う

ち
返か

え

せ
ば「
４
倍ば

い

返か
え

し
」

と
な
る
。

　

し
か
も
、
飛ひ

来ら
い

し
た
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

ミ
サ
イ
ル
の
相そ

う

当と
う

数す
う

は
迎げ

い

撃げ
き

ミ
サ
イ
ル
で
撃う

ち
落お

と
せ
る
こ
と
を
考か

ん
が

え
れ
ば
、
ミ
サ
イ
ル
の

撃う

ち
合あ

い
で
は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
到と

う

底て
い

、
分ぶ

が
な
い
、
と
い
う
事こ

と

に

な
る
。

　
コ
ス
ト
も
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

に
安や

す

い
。
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの

よ
う
に
ト
マ
ホ
ー
ク
は

１
基き

１
～
１
・５
億お

く

円え
ん

程て
い

度ど

な
の
で
。
８
０
０
基き

配は
い

備び

し
て
も

１
千せ

ん

億お
く

円え
ん

ほ
ど
、
年ね

ん

間か
ん

防ぼ
う

衛え
い

費ひ

の
約や

く

２
％
程て

い

度ど

で
し
か
な
い
。

　
こ
の
構こ

う

想そ
う

は
対た

い

シ
ナ
防ぼ

う

衛え
い

に
も
有ゆ

う

効こ
う

で
あ
る
。
シ
ナ
は
か
つ

（３） ２０１７年第４７８６号 	 ７月	 １日	（土曜日）

て
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

に
ト
マ
ホ
ー
ク
を
日に

本ほ
ん

に
移い

転て
ん

し
な
い

よ
う
ロ
ビ
ー
活か

つ

動ど
う

を
し
て
い
た
、
と
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
あ
る
。

そ
れ
だ
け
真し

ん

剣け
ん

に
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
の
脅

き
ょ
う

威い

を
受う

け
止と

め
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
の
優す

ぐ

れ
た
点て

ん

は
相あ

い

手て

国こ
く

の
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

へ
の
被ひ

害が
い

は
最さ

い

小し
ょ
う

限げ
ん

に
し
て
、
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

だ

け
を
脅お

び
やか

す
事こ

と

が
で
き
る
こ
と
だ
。

　

北き
た

村む
ら

氏し

は
、「
日に

本ほ
ん

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

力り
ょ
くの

す
べ
て
を
投と

う

入に
ゅ
うす

れ

ば
、
最さ

い

大だ
い

射し
ゃ

程て
い

距き
ょ

離り

２
５
０
０
キ
ロ
で
最さ

い

高こ
う

巡じ
ゅ
ん

航こ
う

速そ
く

度ど

マ
ッ
ハ
２
を
超こ

え
る
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
の
開か

い

発は
つ

に
成せ

い

功こ
う

す
る

可か

能の
う

性せ
い

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
あ
る
」と
言い

う
。
こ
れ
が
実じ

つ

現げ
ん

す
れ
ば
、

陸り
く

上じ
ょ
うを

自じ

在ざ
い

に
動う

ご

き
回ま

わ

れ
る
発は

っ

射し
ゃ

装そ
う

置ち

に
よ
り
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

か
ら
沖お

き

縄な
わ

ま
で
ど
こ
か
ら
で
も
シ
ナ
本ほ

ん

土ど

を
射し

ゃ

程て
い

に
含ふ

く

め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
通つ

う

常じ
ょ
う

戦せ
ん

力り
ょ
くに

よ
る
報ほ

う

復ふ
く

的て
き

抑よ
く

止し

力り
ょ
くを

持も

つ

こ
と
で
、
現げ

ん

在ざ
い

、
日に

本ほ
ん

は
「
防ぼ

う

御ぎ
ょ

」
機き

能の
う

し
か
持も

っ
て
い

な
い
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

の
片へ

ん

務む

性せ
い

を
相そ

う

当と
う

程て
い

度ど

解か
い

消し
ょ
うし

て
、
米べ

い

国こ
く

と
よ
り
対た

い

等と
う

な
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

体た
い

制せ
い

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
巡

じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ
サ
イ
ル
を
台た

い

湾わ
ん

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
も
供

き
ょ
う

与よ

し
、
攻こ

う

撃げ
き

目も
く

標ひ
ょ
うの

デ
ー
タ
を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

化か

す
る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

シ
ス
テ
ム
で
も
作つ

く

れ

ば
、
シ
ナ
の
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

た
ち
の
首く

び

根ね

っ
こ
を
押お

さ
え
る
事こ

と

が

で
き
る
だ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
． 

西に
し

岡お
か

力つ
と
む「

北き
た

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
核か

く

ミ
サ
イ
ル
を
使つ

か

う
た
め
に
開か

い

発は
つ

し
て
い

る
」、『
正せ

い

論ろ
ん

』
Ｈ
２
８
．

４２
． 

北き
た

村む
ら

淳あ
つ
し『

巡
じ
ゅ
ん

航こ
う

ミ

サ
イ
ル
１
０
０
０
億お

く

円え
ん

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

も
怖こ

わ

く
な
い
』、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

＋
α

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
２
７

８
．
対た

い

シ
ナ
防ぼ

う

衛え
い

に
も
有ゆ

う

効こ
う

金き
む

正じ
ょ
ん
恩う

ん

の
写し

ゃ

実じ
つ

画が

【w
ikipedia com

m
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】
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Um ano após 

“Me entristece ver que 
o ataque exerceu um 
impacto bastante nega-
tivo sobre as relações 
entre o Japão e Bangla-
desh. O governo benga-
lês afirma que o ataque 
foi realizado por mem-
bros de um grupo islâ-
mico extremista do pró-
prio país e que pode ter 
tido influência do grupo 
de militantes Estado Is-
lâmico. Autoridades de 
segurança reprimem as 
atividades de grupos 
islâmicos extremis-
tas em várias partes de 
Bangladesh, e muitos 
militantes morrem nes-
sa campanha. Na reali-
dade, porém, a situação 
faz com que seja difícil 
para as autoridades che-
gar a um entendimen-
to profundo do ataque. 
Acredito que a medi-
da adequada a tomar 
é capturar os autores 
do atentado e esclare-
cer o modo como fo-
ram influenciados pelo 

Ministra da Defesa do 
Japão pede desculpas por 
observação inadequada, 
mas se recusa em renunciar

Está para fazer um ano desde que sete japoneses 
foram mortos em um ataque armado num restauran-
te de Daca, capital de Bangladesh. Os japoneses as-
sassinados no ataque de 1º de julho estavam no país 
para a realização de obras de infraestrutura adminis-
tradas pela Agência de Cooperação Internacional 
do Japão (Jica). Neste Comentário, Masaaki Ohashi, 
professor da Universidade do Sagrado Coração, de 
Tóquio, fala sobre a atual situação das relações entre 
o Japão e Bangladesh. Há muito tempo, o professor 
Ohashi atua em assistência ao país do Centro-Sul da 
Ásia — por exemplo, através de atividades de organi-
zações não governamentais.

extremismo. Parece, 
contudo, que as autori-
dades não são capazes 
de fazer isso. Ultima-
mente o grupo de mili-
tantes Estado Islâmico 
vem sofrendo devas-
tadores ataques a seus 
principais territórios. 
Assim, indivíduos de 
nacionalidade indiana 
ou bengalesa submeti-
dos a treinamento nes-
ses territórios podem 
retornar ao seu país de 
origem e realizar ne-
les ataques terroristas. 
Acredito, porém, que 
a magnitude dos ata-
ques se tornará menor. 
Obras de infraestru-
tura financiadas pelo 
Japão em Bangladesh 
têm tido continuidade, 
apesar do atentado do 
ano passado. A econo-
mia bengalesa exibe 
sólido crescimento, e 
cerca de 240 empre-
sas nipônicas atuam no 
país. Entre os japoneses 
que vivem em Bangla-

desh estão funcioná-
rios da embaixada, da 
Jica e de organizações 
não governamentais. 
As suas atividades têm 
passado por grandes 
restrições por causa 
da necessidade de ga-
rantir a sua segurança. 
Estive em Bangladesh 
duas vezes nos últi-
mos sete meses. Uma 
notável mudança foi 
o significado reforço 
da segurança na área 
em que se localizam a 
Embaixada do Japão 
e as de inúmeros ou-
tros países. O governo 
bengalês incrementou 
a segurança na área, e 
recomenda a estran-
geiros que morem ali. 
De qualquer modo, 
acredito que será neces-
sário muito mais tempo 
até que japoneses pos-
sam visitar Bangladesh 
com o mesmo estado de 
espírito de antes do ata-
que de 2016.”

Tomomi Inada, minis-
tra da Defesa do Japão, 
pediu desculpas pelo 
que ela chamou de ob-
servação que poderia ser 
mal interpretada profe-
rida no seu discurso de 
apoio a um determina-
do candidato nas elei-
ções da assembleia me-
tropolitana de Tóquio. 
Contudo, ela se re-
cusou a renunciar ao 
cargo de ministra da 
Defesa, dizendo que 
está determinada a 
cumprir sua missão. 
Na terça-feira, Inada pe-

diu aos eleitores votos 
para um candidato do 
Partido Liberal Demo-
crático. Ela disse que 
fazia a solicitação em 
nome do Ministério da 
Defesa, das forças de 
autodefesa, da ministra 
da Defesa e do Partido 
Liberal Democrático. 
Posteriormente, ela re-
tirou sua observação. 
Os partidos da oposi-
ção estão pedindo a sua 
demissão ao primeiro-
ministro Shinzo Abe. 
Na sexta-feira, Inada 
declarou em uma entre-

o atentado do 

Ministra da Defesa 30/06/2017

Funcionários do go-
verno japonês afir-
maram que pode ser 
difícil realizar uma cú-
pula trilateral com os 
líderes da China e da 
Coreia do Sul no pró-
ximo mês, em Tóquio. 
Eles sondaram os go-
vernos chinês e sul-
coreano acerca da re-
alização da cúpula 
trilateral no final de ju-
lho na capital japonesa. 
Os funcionários gover-
namentais japoneses 
disseram que as relações 

entre a China e a Coreia 
do Sul pioraram nos úl-
timos tempos devido 
ao posicionamento do 
THAAD, um avançado 
sistema de defesa anti-
mísseis americano em 
território sul-coreano. 
Eles acrescentaram que 
a presença do sistema 
vai dificultar a parti-
cipação dos líderes de 
ambos os países em uma 
cúpula no próximo mês. 
As três nações têm se-
diado alternadamente a 
cúpula trilateral. É a vez 

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

restaurante de Daca
vista à imprensa que, re-
ferindo-se às Forças de 
Autodefesa, ela quis ex-
pressar gratidão aos resi-
dentes locais por abrigar 
uma das suas bases. Um 
bairro vizinho de Tóquio 
do distrito eleitoral do 
candidato que ela estava 
apoiando abriga a base. 
Inada disse, também, 
que não tinha intenções 
de violar a legislação 
eleitoral para cargos pú-
blicos, que proíbe cam-
panhas eleitorais uti-
lizando o status de 
servidor público.

Cúpula Trilateral   29/06/2017

Comentário 29/06/2017

Cúpula entre Japão, China e Coreia 
do Sul pode não ocorrer em Tóquio 
no próximo mês

Delegação japonesa 
visita ilha em posse da 
Rússia para projetos 
econômicos conjuntos

Rússia  29/06/2017

Uma delegação japo-
nesa inspecionou locais 
turísticos e outras ins-
talações em Etorofu, 
uma das quatro ilhas em 
posse da Rússia e rei-
vindicadas pelo Japão. 
Com cerca de 70 mem-
bros, incluindo funcio-
nários governamentais 
e empresários, a dele-
gação chegou a Eto-
rofu na quinta-feira. 
Eles visitam as ilhas para 
estudar a possibilidade 
de iniciar projetos eco-
nômicos conjuntos com 

o lado russo. Etorofu 
é a segunda escala do 
giro de cinco dias, que 
teve início, na terça-fei-
ra, na ilha de Kunashiri. 
Os membros se dividem 
em quatro grupos. O gru-
po ligado ao turismo vi-
sitou instalações de hos-
pedagem, além de uma 
estação de águas termais 
nas proximidades de um 
vulcão. Funcionários do 
governo russo se mos-
traram interessados em 
atividades conjuntas 
que promovam o turis-

mo destacando os as-
pectos naturais da ilha. 
Já um outro grupo in-
teressado no setor de 
serviços inspecionou lo-
jas para ver os tipos de 
lembranças à disposição. 
Na sexta-feira, a delega-
ção vai viajar à ilha de 
Shikotan, a última escala 
do giro, para visitar lo-
cais que incluem insta-
lações de processamento 
de produtos marinhos. 
Os membros também 
devem participar de uma 
reunião com funcio-
nários governamentais 
russos, incluindo o go-
vernador regional, para 
trocar opiniões sobre o 
que foi inspecionado. 
O governo japonês man-
tém a posição de que as 
ilhas são parte inerente 
do território do país. Diz 
que elas foram ocupadas 
ilegalmente após a Se-
gunda Guerra Mundial.

do Japão realizar um 
encontro em Tóquio. 
No ano passado, um 
plano para a realização 
da cúpula foi descartado 
devido ao turbilhão po-
lítico na Coreia do Sul. 
O governo japonês deve 
estabelecer um crono-
grama levando em con-
sideração o resultado da 
primeira cúpula entre os 
presidentes Moon Jae
-in, da Coreia do Sul, e 
Donald Trump, dos Es-
tados Unidos, esta se-
mana.
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